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音楽科学習指導案 

大阪教育大学 兼平佳枝 
【準備】 
 ・柱は七＝ラを基準とし、13絃全て大まかに平調子に調弦しておく。 
 ・爪有り（親指のみ） 
 ・2人で1面 
 
１．指導内容 ： 

〔共通事項〕テクスチュア（旋律の重なり方）と曲想 

「指導事項」（3）創作 ア, イ（イ）, ウ 

 

２．単元名  ：旋律の重なり方を意識して《さくらさくら》の対旋律をつくって二重奏で演奏しよう 

 

３．対象学年 ：中学校第 2学年 

 

４．教材   ：《さくらさくら》日本古謡、対旋律の重ね方を創作する活動 

 

５．教材について： 

【音楽の背景】 

桜は日本人にとって春の到来を象徴する花である。我々はつぼみが膨らみ、満開になるのを心待ちにする。し

かし、その時期は短く、風や雨でハラハラと散っていき、その儚さも桜の魅力の一つとなっている。そして、子

ども達にとっては入学式や卒業式を象徴する花であるともいえる。《さくらさくら》は、江戸時代末期に箏の手ほ

どき曲『咲いた桜』として作られたものであるが、このような日本の春の風景と共に日本人に根付いた楽曲とな

った。 

日本伝統音楽の特徴のひとつに、伝承の際に時代や社会の変化に応じて変化を遂げながら現在に至るという

点がある 1。宮城道雄や藤井凡大等の作曲家をはじめとした多くの作曲家が、この曲をテーマにした《さくら変奏

曲》をつくっている。そのような背景からも《さくらさくら》は創作の教材にふさわしいと考えた。 

  

【音楽のかたち】【音楽のなかみ】【音楽の技能】 

 本単元では、ペアで前半（3～6小節）と後半（7〜10小節）で主旋律と対旋律を交代し、最初の 2小節と最後

の 4小節はユニゾンで二重奏をする中で、表現したい桜のイメージに合うような対旋律を創作させる。主旋律に

対して、対旋律は主旋律の 1オクターブ上のユニゾンや和音、裏拍によるカノン、の３種類から選択することで、

旋律の重なり方の違いによる様々なテクスチュアについて知覚・感受をすることが可能である。そして、ペアで

イメージした桜の様子を表せるように、《さくらさくら》を二重奏で合奏できるような技能を身に付けさせたい。 

 

６．単元目標・評価規準 

評価の観点 単元目標・評価規準 具体の学習場面の評価規準 

知識・技能 旋律の重なり方について理解し、イメ

ージが伝わるようにつくって演奏す

る。 

★①旋律の重なり方を意識し、イメージしたこと

が伝わるようにつくって演奏している。 

★②アセスメントシートに旋律の重なり方につ

いての理解を示している。 

思考・判断・表現 旋律の重なり方について知覚し、それ

らが生み出す特質を感受する。 

①旋律の重なり方について知覚し、その特質を感

受したことをワークシートに記述している。 

★②旋律の重なり方を意識し、イメージが伝わる

ように表現を工夫している。 

★③旋律の重なり方を意識し、イメージが伝わる

旋律の重なり方を意識し、イメージが

伝わるように表現を工夫する。 

 
1 小泉文夫(1986)『子どもの遊びとうた―わらべうたは生きている―』草思社，pp.127-129 
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ように工夫したことをアセスメントシートに書

いている。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

旋律の重なり方に関心をもち、意欲的

に対旋律をつくって演奏する活動に取

り組む。 

①旋律の重なり方の違いに気がつき、主旋律との

重なり方を意識して対旋律をつくっている。 

★②旋律の重なり方を意識して、イメージしたこ

とが伝わるように意欲的に対旋律をつくって演

奏している。 

★は主に学習成果をみる評価規準である。 

７．指導計画（全 4時間） 

ステップ 学 習 活 動 時 数 

経 験 《さくらさくら》の対旋律を選び主旋律に重ねて演奏し、様々な旋律の重なり方がある

ことに気づく。 

第１時 

第２時 

第３時 

 

第４時 

分 析 旋律の重なり方を知覚・感受し、表現への手がかりを得る。 

再経験 旋律の重なり方を意識して、イメージが伝わるように表現を工夫して《さくらさくら》

を二重奏で演奏する。 

評 価 自分たちの表現を発表し、旋律の重なり方についてのアセスメントシートに答える。 

 

８．展開 

活動のねらい 生徒の活動 指導者の活動 評価 

経 験 《さくらさくら》の対旋律を選び主旋律に重ねて演奏し、様々な旋律の重なり方があることに気づく。 

■《さくらさく

ら》を基本的な奏

法を思い出させ

る。 

１．《さくらさくら》の旋律を

箏で演奏し、どんな桜の様子

が思い浮かぶかを話し合う。 

 

●1 年生の時に学習した《さくらさくら》を絃

の番号で歌った後、箏で演奏する。 

●旋律だけの楽譜を黒板に掲示する。 

●ペアで交代しながら演奏させる。 

●箏を弾いていない子どもは、数字を歌うよう

に促す。 

●「しっかり弾き」で弾いた時の桜のイメージ

について話し合う。 

 

 

 

 

 

■対旋律の重な

りに気づかせる。 

２．主旋律の前半に対旋律 A

を重ねた演奏を聴き、感想を

発表した後、重ねて演奏す

る。 

 

 

 

 

 

●「では、今度は先生がみんなの弾い

ている《さくらさくら》とは、違う旋

律を重ねて弾きます。桜のイメージ

はどんな風に変わるかな？あとで聞

くので、気づいたことや感じたこと

を教えてください」と言って、生徒の

弾く主旋律に対旋律 A を重ねた演奏

（前半まで）を聴かせ、感想を問う。 

●感想が出にくい場合は、何度か演

奏を聴かせ、出た意見を板書する。 

●「今の演奏で、みんなが弾いてくれ

た《さくらさくら》は主旋律と言い、

先生が弾いたのは対旋律と言いま

す。実は、この対旋律は先生が作曲し

ました」と言って対旋律を記入した

楽譜を掲示し、主旋律、対旋律というカードを

貼り、用語を指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S:1 桜の色が濃いピンクから白

目のピンクに変わった 

S2:暗い夜道に咲いている桜に

なった 
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●「みんなも弾けそうじゃないですか？一緒に

弾いてみましょう」と言って誘い、対旋律を弾

くよう促し、概ね弾けるようになったら、クラ

スを半分に分けて重ねて演奏させる。 

●箏を弾いていない生徒は、演奏と一緒に弦の

番号を歌うように促し、交代で演奏させる。 

 

■対旋律の違い

による重なり方

の違いに気づか

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．主旋律に対旋律 Bを重ね

た演奏を聴き、感想を発表し

た後、重ねて演奏する。 

 

 

 

 

●「では、別の旋律を重ねたら桜のイ

メージはどんな風に変わるかな？」

と問い、生徒の主旋律の演奏に対旋

律 B を重ねた演奏を聴かせて、感想

を発言させる。 

●子どもの発言に応じて楽譜 B も掲

示し、再度演奏する。 

●「では、これも弾いてみましょう」

と誘い、対旋律を弾くよう促し、概ね

弾けるようになったら、クラスを半

分に分けて重ねて演奏させる。 

●箏を弾いていない生徒は、演奏と

一緒に弦の番号を歌うように促し、

交代で演奏させる。 

 

 

■対旋律の違い

による重なり方

の違いに気づか

せる。 

４．主旋律に対旋律 Cを重ね

た演奏を聴き、感想を発表し

た後、重ねて演奏する。 

●「もう１つ、別の対旋律もつくって

きました。Cだったらどうなるでしょ

うか」という問いを出して、対旋律 C

を生徒の演奏する主旋律に重ねて演

奏し、感想を問う。 

●聴く活動に集中できるように、クラ

スを半分に分け、弾く活動と聴く活動

を交代できるようにする。 

●押し手の奏法を試させる。 

●箏を弾いていない生徒は、演奏と一

緒に弦の番号を歌うように促し、交代

で演奏させる。 

●「どのパターンの重なり方が好きで

したか？」と問い、理由と共に発表さ

せる。 

●「こんな風に、主旋律に重ねる対旋律が変わ

ることで、イメージが変わりますね。日本伝統

音楽には、伝承しながらも、時代に合うように

つくり変えていくという特徴や文化がありま

す。《さくらさくら》も昔からいろいろな人が音

を重ねたり、リズムを変えたりしながらアレン

ジされています」と文化的背景とかかわらせ

て、創作活動につなげる。 

 

S3：今度は桜が散っていく感じ

になった。 

S4：桜だけじゃなく、別の木も

いっぱいあるような感じ 

S5：満開じゃない桜 

S6：台風が通って後の桜 
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●「今回の学習では、みなさんにも《さくらさ

くら》に重ねる対旋律を選んで、《さくらさく

ら》ペアで合奏してもらいます」と活動目標を

伝える。 

 

■対旋律のつく

り方についての

見通しをもたせ

る。 

 

 

 

５．ペアでイメージする桜の

様子を表すために、どの対旋

律をどの順番で重ねるかを

選ぶ。 

 

●2ペアで 4人 1組のグループをつくらせる。 

●はじめに、各ペアで表現したい桜のイメージ

を話し合い、ワークシート①にタイトルを記入

する。 

●タイトルに合うような重なりになる対旋律

を ABC選択する。 

●箏 1・箏 2のどちらを担当するかについて決

めるよう促す。 

 

主体的に

学習に取

り組む態

度①（観

察） 

■作成した対旋

律を含めて、自分

のパートが大ま

かに演奏できる

ようにさせる。 

６．ペアで交代して、自分の

パートを通して演奏する。 

●ワークシート①に選択した部分の楽譜を書

かせ、自分のパートを通して演奏できるように

促す。 

●「しっかり弾き」は常に意識するように促す。 

 

 

■二重奏で演奏

できるようにさ

せる。 

７．4 人グループで交代しな

がら、二重奏で演奏する。 

 

●時間を決めてペアで交代させる。  

分 析 旋律の重なり方を知覚・感受し、表現の工夫への手がかりを得る。 

■旋律の重なり

方を知覚・感受さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．対照的なペアの作品を取

り上げてそれぞれ感じたこ

とをワークシート②に記入

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「今から、○班の二重奏と▼班の二重奏を聴

きます。それぞれ対旋律がどんな風に重なって

いるでしょうか」と伝え、2種の音源を流す（事

前に録音しておく）。 

●ここでは対旋律 AB、AC のように前半は同じ

重なり方、後半を異なる重なり方を選択してい

るペアを取り上げる、それぞれ、どんな重なり

方をしていたか、それによってどんな感じがし

たかをワークシート②に記入させる。 

●状況に応じて数回音源を流す。 

●ワークシート②の内容について話し合わせ、

その内容を随時板書し、主旋律が同じでもイメ

ージが異なることを確認する。 

●「こんな風に対旋律の重なり方が違うと、ど

んな桜の様子がイメージできるでしょうか。ワ

ークシートに書きましょう」と言って再度音源

を流す。 

 

思考・判

断・表現①

（ワーク

シート②） 
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■旋律の重なり

方について知覚・

感受したことを

共有させる。 

 

 

９．ワークシート②に記入し

た内容を発表し合う。 

 

●「○班と▼班では、後半の主旋律と対旋律の

重なり方がそれぞれ違いますね。このように前

半は同じでも、後半に重ねた対旋律が変わった

だけで、つなげて聴いた時に感じが変わる。旋

律の重なり方の組み合わせが変わると表せる

桜のイメージが変わるのですね」のように、用

語とかかわらせて確認する。 

●それぞれの重なり方については、生徒の発言

を板書し、その発言に応じて高音型、低音型、

交互型、のように生徒がわかりやすいように

名付ける。 

 

 

■表現の工夫へ

の手がかりを得

させる。 

 

１０．イメージを表現するに

は、さらにどんな工夫ができ

そうかについて発表し合う。 

 

 

●板書の中のイメージからわかりやすそうな

ものをピックアップし「もっと、○○な感じを

出すためには、どんな風に弾いたらいいでしょ

う？」と問い、話し合うように促す。 

●生徒の発言内容に応じて、強弱や速度の変化

等を取り上げ、イメージが表現できることを確

認する。 

 

 

再経験 
旋律の重なり方を意識して、イメージが伝わるように表現を工夫して《さくらさくら》を二重奏で演

奏する。 

■旋律の重なり

方を生かして、ペ

アでイメージし

たことを表現す

るために、演奏を

工夫して二重奏

をさせる。 

 

 

１１．ペアで表したいさくら

のイメージが伝わるような

対旋律の重ね方や表現の工

夫を、話し合いながら考え、

試す。 

 

 

●ペアで通して二重奏した時のイメージを交

流させ、そのイメージをもとに、タイトルを決

めさせる。 

●アイデアが出たら、すぐに弾いて試してみる

ように促し、決定したものをワークシート③に

記入させる。 

●タイトルが決まったら、「ペアで相談しなが

ら、タイトルのイメージが伝わるように重ね方

を変えても構いません」と伝える。 

●机間指導をする中で「重ねるパターンを変え

たい」等の提案があれば、イメージが伝わるの

かどうかを聴いて確認したうえで、さらなる工

夫を促す。 

●必要に応じてタブレット端末で録音・再生し

て確認させる。 

 

 

 

 

★主体的

に学習に

取り組む

態度③（観

察） 

★思考・判

断・表現②

（観察・グ

ループワ

ークシー

ト） 
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■他のグループ

のイメージや表

現の工夫を知ら

せる。 

 

 

 

１２．中間発表をする。 

 

 

 

 

 

 

 

●速度や強弱等を工夫しているペアを２～３

ペア取り上げて、イメージを言わせてから発表

させる。 

●そのイメージが音楽のどんなところから伝

わってきたかを交流し、工夫の内容について必

要に応じて音楽の言葉で確認して参考できる

ようにする。 

 

 

 

■表現の工夫へ

のヒントを得さ

せ、意欲を喚起す

る。 
 

１３．中間発表によって得た

ヒントを参考に、さらに自分

たちの表現を工夫していく。 
 

●発表されたペアも参考にしながら、ペアとし

て繋げた前奏を完成させるように伝える。 
 

 

評 価 自分たちの表現を発表し、旋律の重なり方についてのアセスメントシートに答える。 

■旋律の重なり

方の特質を生か

した表現の工夫

を意識させて、ペ

アで演奏を発表

させる。 

 

１４．イメージに合わせて、

主旋律と対旋律の音の重な

り方を意識して表現を工夫

して演奏する。 

 

 

 

●それぞれのグループの表現の工夫の違いを

意識して聴くよう促す。 

 

 

 

 

 

★知識・技

能①（発

表） 

 

 

 

 

 

■旋律の重なり

方の知覚・感受の

学習状況を確認

する。 

 

１５．旋律の重なり方を確認

するアセスメントシートに

答える。 

●アセスメントシートを配付し、ペアでイメー

ジした桜の様子と、それを表すためにどんな工

夫をしたのかについて記入するように促す。 
 

●事前に録音済みの曲の途中で旋律の重なり

方が変化する２種類の《うさぎ》の二重奏を聴

かせる。 

★知識・技

能②（アセ

スメント

シート） 

★思考・判

断・表現③

（アセス

メントシ

ート） 
 

 

 

 

 

S：花弁が散っていくのがわか

るように、交互の対旋律を少

し弱めに演奏します。 

T：なるほど、みんなはそんな

感じに聴こえるかに注意し

て聞いてみましょう。はい、

じゃあ、やってみて。 

S：♪（ペアで二重奏） 

T：（聴いていた生徒に）今のを

聴いてどう思いましたか？ 

S：確かに！ 

T：主と副の強弱のバランスを

考えるという工夫もできる

のですね。こういう意見も参

考にしてみてください。 
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実際に子どもが記入したワークシート 
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実際に子どもが記入したアセスメントシート 
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